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岡 本綺堂 



「もし 上 を 凌ごうと する 者が あれば、 皆 あんな 有様に 

なる のです」 

桓温は 顔の 色 を 変じた。 実 をい えば、 彼 は 多年の 威 

たの むほん 

力 を恃ん で、 ひそかに 謀叛 を 企てて いたのであった。 

おそ いまし 

その 以来、 彼 は懼れ 戒めて、 一生 無事に 臣節 を 守った。 

尼僧 はやが てこ こ を 立ち去って 行く えが 知れなかった。 

尼僧の 教え を 奉じた 桓温は 幸いに 身 を 全うした が、 

その子の 桓玄は 謀叛 を 企てて、 彼女の 予言 通りに 亡ぼ 

された。 

.fk り 影 



呪文の ような ことが 記して あつたので、 主人 は その 文 

句 を 写し 取った。 そうして、 酔いの 醒める の を 待って 

詮議す ると、 彼 も 今更つつ み 切れないと 覚悟して、 つ 

ぶ さに その 事情 を 説明した。 

彼の 言う ところに 拠る と、 先年 かの 蛮地の 奥へ 来 を 

しょう りょうまい 

売りに 行った ときに、 三尺の 布と、 幾 升の 糧 米と、 

おんど リ 

一羽の 赤い 雄 難と、 一升の 酒と を 或る 蛮人に 贈って、 

生きながら 虎に 変ずる の 秘法 を 伝えられた のであった。 

II. 一 1 ョ. ーョ 1 

^曰， IBT 



うち 

村 へ も 覚束な いと 聞いて、 今夜 は ここの 家へ 泊めて 貰 

うこと にす ると、 女 はかいが いしく 立ち働いて、 火 を 

おこして、 湯 を 沸かして、 晚飯を 食わせて くれた。 

しょこう 

やがて 夜の 初更 (午後 七 時 I 九 時) とお ぼしき 頃に、 

こども 

家の外から 小児の 呼ぶ 声が きこえた。 

あこう 

「阿 香」 

それ は 女の 名で あるら しく、 振り返って 返事 をす る 

と、 外で はまた 言った。 

「おまえに 御用が ある。 雷 車 を 推せと いう 仰せ だ」 

「はい、 はい」 

外の 声 は それぎ りで 止む と、 女 は 周に むかって 言つ 



て、 そこに は 新しい 塚が あるば かりであった ので、 三 

人 は 又もや 顔 を 見 あわせた。 

それにつ けても、 彼女が 「臨賀 まで は 遠い」 と 言つ 

たの はどうい う 意味で あるか、 かれらに も 判らな かつ 

た。 しかも 幾年の 後に、 その 謎の 解ける 時節が 来た。 

周 は 立身して 臨賀の 太守と なった ので ある。 

武陵桃 林 

とうしん たいげん ぶりょう こうどう しん ぎょじん 

東 普の 太 元年 中に 武 陵の 黄道 真と いう 漁 人が 魚 を 捕 

りに 出て、 渓 川に A 口うて W 曰、，' で 行く うちに、 どの くら 



ごこ-つ しょ-つこう 

呉 興の 章苟 と いう 男が 五月の 頃に 田 を 耕しに 出た。 

まこち 

かれは 真菰に 餅 をつ つんで 来て、 毎夕の 食い物に して 

いたが、 それが しばしば 紛失す るので、 あるとき そつ 

と 窺って いると、 一 匹の 大きい 蛇が 忍び寄って 偸み 食 

らうので あった。 彼 は 大いに 怒って、 長柄の 鎌 を もつ 

て 切り付け ると、 蛇 は 傷ついて 走った。 

彼 はなお も 追って ゆく と、 ある 坂の下に 穴が あって、 

蛇 は そこへ 逃げ込んだ。 おのれ どうして くれようかと 

思案して いると、 穴の なかで は 泣き声が きこえた。 

「あいつが おれ を 切り や あがった」 

「あい つどう してやろう」 



「かみなりに 頼んで 撃ち殺させ ようか」 

そんな 相談 をして いるかと 思う と、 たちまちに 空が 

暗くな つて、 彼の あたまの 上に 雷の 音が 近づいて 来た。 

しかも 彼 は 頑強の 男で あるので、 跳り あがって 大いに 

つつ) 

罵 つた。 

「天が おれ を 貧乏な 人間に こしらえ たから、 よん どこ 

ろな しに 毎日 あくせくと 働いて いるの だ。 その 命の綱 

の 食い物 をぬ すむ ような 奴 を、 切った のが どうしたの 

だ。 おれが 悪い か、 蛇が 悪い か、 考えて みても 知れた 

こと だ。 そのく らいの 理屈が 分からね えで、 おれに 天 

罰 をく だそうと いうなら、 かみなり でも 何でも 来て 見 



ると、 ある 夜 ひとりの 男が たずねて 来た。 男 は 身の た 

け 一 丈 も あるら しく、 黄 衣 をき て 白い 帯 を 垂れて いた _ 

「折り入って お願いが あって 参りました」 と、 かれは 

言った。 「実は わたくしに 敵が あって、 明日 ここで 戦 

わなければ なりません。 どうぞ 加勢 をね がいます」 

「よろしい。 その 敵 は 何者です」 

ひる 

「それ は 自然に わかります。 ともかくも 明日の 午 頃に 

そこの 渓へ 来て ください。 敵 は 北から 来て、 わたくし 

は 南から むかいます。 敵 は 黄の 帯 を 締めてい ます、 わ 

たくし は 白の 帯 を しめてい ます」 

獵師は 承知す ると、 かの 男 は よろこんで 帰った。 そ 



山の あたりに 人影 はみ えず、 ただ 無数の 火の粉が 飛ん 

で 来て、 人の 鎧 や 馬の たてがみに 燃えつ くので、 皆お 

どろいて 逃げ 戻った。 

あくる 朝、 再び 山へ 登って みると、 どこに も 火 を 焚 

どくろ 

いたらし い 跡 はなく、 ただ 百 人 あまりの 枯れた 髑髏が 

そこらに 散乱して いるの みであった。 

山 操 

宋 (南朝) の元嘉 年間の はじめで ある。 富 陽の 人、 

王と いう 男が 蟹 を 捕る ために、 河の なかへ※ 〔# 「竹 \ 



斷」、 を 作って 置いて、 あくる 朝 それ を 見に ゆく 

と、 長さ 二 尺 ほどの 材木が※ 〔# 「竹 \ 斷」、 64,3〕 のな 

かに 横たわつ ていた。 それが ために 竹 は 破れて、 蟹 は 

一 匹 も かか つてい なかった。 

そこで、 その 材木 を 岸の 上に 取って 捨て、 竹の 破れ 

を 修繕して 帰って来 たが、 翌日 再び 行って みると、 か 

の 材木 は 又もや 同じと ころに 横たわつ ていて、 ※ 〔# 

「竹 \ 斷」、 64-2 を 破る こと 前日の 如くで ある。 

「これ は 不思議 だ。 この 林木 は 何 か 怪しい 物 かも 知れ 

ない ぞ、 いっそ 焚いて しまえ」 

蟹 を 入れる 籠の なかへ かの 材木 を 押し込んで、 肩に 



は 一度なら ず 二度まで も、 おれの 漁場 を あらした 奴 だ。 

山の 神で もなんでも 容赦 はない。 罪の 報いと 諦めて 往 

生し ろ」 

怪物 はどう ぞ赦 して くれと しきりに 搔き 口説いた が、 

王 は 頑として 応じない ので、 怪物 は 最後に 言った。 

「それで は、 あなたの 姓名 はなん というので すか」 

「おれの 名 をき いて どうす るの だ」 

「ぜひ 教えて ください」 

「^だ、 いや だ」 

なに を 言っても 取り合わない。 そのうちに 彼の 家 は 

だんだん 近くな つたので、 怪物 は 悲しげに 言った。 



の 意を覚 つて、 その 足に 抱きつく と、 熊 は 彼 を かかえ 

たままで 穴の 外へ 跳り 出した。 こうして、 彼 は 無事に 

生き 還った ので ある。 

烏 龍 

かいけい こうしょう ちょうぜん ぶやく め 

会 稽の句 章の 民、 張 然とい う 男 は 都の 夫役に 徴さ 

れて、 年 を 経る まで 帰る ことが 出来なかった。 留守 は 

しもべ 

若い 妻と 一 人の 僕ば かりで、 かれら はいつ か 密通した。 

張 は 都に ある あいだに 一匹の k を 飼った。 それ は甚 

だ すこやかな 狗 であるので、 張 は 烏 龍と 名 づけて 愛育 



年 を 経て、 その 娘 は 死んだ。 三つの 蛟は又 あらわれ 

て 母の 墓所に 赴き、 幾日も 号哭 して 去った。 その 哭く 

声は狗 のよう であった。 

I 神 

せんとう としきよう 

銭 塘の杜 子恭は 秘術 を 知っていた。 かって 或る人 か 

ら瓜を 割く 刀 を 借りた ので、 その 持ち主が 返して くれ 

と 催促す ると、 彼 は 答えた。 

「すぐにお 返し 申します」 

やがて 其の 人が 嘉 興まで 行く と、 一 尾の 魚が 船中に 



飛び込んだ。 その 腹 を 割く と、 かの 刀が あらわれた。 

木像の 弓矢 

そん おん ごこう 

孫 恩が 乱 を 起した ときに、 呉 興の 地方 は 大いに 乱れ 

しょ. つ こ. つ びよ ラ 

た。 なんの ため か、 ひとりの 男が 蔣 侯の 廟に 突入し 

しょうし ぶん こうりょう ご 

た。 蔣子文 は 広 陵の 人で、 三国の 呉の 始めから、 神と 

して ここに 祀られ ている ので ある。 

蔣 侯の 木像 は 弓矢 をたず さえて いたが、 その 弓 を 

絞って 飄と 射る と、 男 は 矢に あたって 死んだ。 往来 

の 者 も、 廟を 守る 者 も、 皆 それ を 目撃した という。 
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